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新保雅浩先生を偲んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　口　　　洋
　新保雅浩教授は1月12日に肝臓疾患のため急逝された。その突然の言卜報
は先生を知る人達のすべてに大きな衝撃を与えたことはいうまでもない。
なによりも御家族のお悲しみを思うと、お慰めする言葉も出ない。心より
お悔やみ申し上げる。昨年秋以来のご静養を、本年4月にはじまる国内研
修期間につなげて、十分に休養されるかたわら、長年の雑事から解放され
て研究に専念され、来年の4月からは元気にまた活躍していただきたいと
いうわれわれの希望は実現されなかった。運命のめぐり合わせとはいえ、
一回D年長の私が御霊前で弔辞を述べる仕儀とあいなり、誠に痛恨の極み
であった。
　ドイツ文学科は岩淵・早川両教授がすでに退職され、本年3月にはトレ
ンテポール助教授が帰国されるほか、来年3月には村田・青木両教授が大
学を去られ、しかも後任の補充が極めて困難という状況下にある。今後若
い世代の中心となって対応策を考えていただく予定であった先生の突然の
ご逝去によって、われわれは痛烈な追い打ちをかけられてしまったことに
なる。しかし体調の変化を感じられながら、己の義務の遂行にそれこそ寝
食を忘れて没頭されていた先生を思うとき、残るわれわれが弱気となるこ
とは申し訳ない。勇気をもって困難に立ち向かっていくことをお約束する。
　先生は早稲田大学大学院を修了後、京都の龍谷大学専任講師、筑波大学
助教授を経て、平成3年4月に学習院大学文学部教授として着任された。
この間、昭和63年にはドイツ連邦共和国のアレクサンダー・フォン・フン
ボルト財団の奨学研究員として招聰され、マインツ大学で専門の古高ドイ
ツ語の文献である「オトフリートの福音書」の語学的研究に従事された。
コンピュータ技術を導入されたこの時期の研究成果は、帰国後間もなく、
ドイツの代表的な学術出版社であるマックス・ニーマイヤーから出版され、
内外の学界から高い評価を受けられている。ちなみに、このこ留学中の夏
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に私がハイデルベルク近郊のホテルで先生ご夫妻と偶然お会いしたことが
きっかけとなり、平成元年に非常勤講師として学習院に来て頂いた。その
年の11月に早川東三教授が学長に就任されたことにより、翌々年の4月に
早川教授の後任として本学にお迎えしたのである。
　着任後まもなく平成5年に「オトフリートの福音書」の本邦初訳という、
わが国のドイツ文学界における画期的な業績を上げられた。その精密で手
堅い手法と研究態度は、単に研究教育の分野にとどまらず、財団法人ドイ
ツ語学文学振興会によって実施された独検の計画・運営において中心的な
役割を果たされたことにもあらわれている。さらに学内にあっても、多く
のかたがたの信頼と支持を受けられて、教務や入試の諸委員会の責任者と
して着実に責任を果たされた。特に大学設置基準の大綱化に伴う外国語履
修カリキュラムの改定という、困難な業務にあたって東奔西走されていた
お姿が今でも目に浮かぶ。
　万事に控えめで温厚誠実なお人柄であったが、しかしその言動には一本
筋が通っていて、同僚や学生の絶大な信頼を得ておられた。また謡曲は玄
人はだしであり、乗馬もなされ、最近は文楽人形の手作りという人の意表
をつく趣味をおもちだったと聞く。
　このような先生が人生の円熟期にさしかかって、公私共に、これから大
輪の花をいくつも咲かせていただきたかったにもかかわらず、天命とはい
えあまりにも早く人生の舞台を静かに退場されてしまわれたことは、おし
みて余りあるものがある。
　新保教授の温容と残されたさまざまな素晴らしい思い出は、いつまでも
我々の脳裏を去ることはないであろう。今はただ心よりご冥福を祈るばか
りである。
　新保雅浩先生、どうか天にあってやすらかにお休み下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ドイツ文学科主任）
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